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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】令和3年8月12日(2021.8.12)

【公表番号】特表2019-515134(P2019-515134A)
【公表日】令和1年6月6日(2019.6.6)
【年通号数】公開・登録公報2019-021
【出願番号】特願2018-556915(P2018-556915)
【国際特許分類】
   Ｃ２３Ｆ  15/00     (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ  28/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２３Ｆ   15/00     　　　　
   Ｃ２３Ｃ   28/00     　　　Ｃ

【誤訳訂正書】
【提出日】令和3年6月28日(2021.6.28)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金属表面の防食処理のための方法であって、前記表面を、以下の水性組成物：
　ｉ）アルカリ性又は酸性洗浄剤組成物と、
　ｉｉ）第一のすすぎ組成物、または、ｉｉｉ）前記ｉｉ）の代わりの、第一のすすぎ組
成物およびそれに続く第二のすすぎ組成物と、
ｉｖ）酸性転化組成物、または、ｖ）前記ｉｖ）の代わりの、酸性転化組成物およびそれ
に続く第三のすすぎ組成物と、
　ｖｉ）（メタ）アクリレート系、及び／又はエポキシド系カソード電着コーティングを
含む組成物と、に連続して接触させ、
　前記アルカリ性又は酸性洗浄剤組成物、第一のすすぎ組成物、第二のすすぎ組成物、お
よび第三のすすぎ組成物の少なくとも１種が、少なくとも１種の式Ｉ
　　Ｒ１Ｏ－（ＣＨ２）ｘ－Ｚ－（ＣＨ２）ｙ－ＯＲ２　（Ｉ）
の化合物を含み、
　Ｒ１及びＲ２は、それぞれ互いに独立してＨ又はＨＯ－（ＣＨ２）ｗ－基（ｗ≧２であ
る）であり、ｘ及びｙは、それぞれ互いに独立して１～４であり、且つＺは、Ｓ原子又は
Ｃ－Ｃ三重結合であり、前記金属表面が裸鋼及び／又は亜鉛めっき鋼である、方法。
【請求項２】
　前記洗浄剤組成物ｉ）が、少なくとも１種の式Ｉの化合物を含む請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
　前記少なくとも１種の式Ｉの化合物の濃度が、６～６２５ｍｇ／ｌの範囲（２－ブチン
－１，４－ジオールとして計算した）である請求項２に記載の方法。
【請求項４】
前記少なくとも１種の式Ｉの化合物の濃度が、３１～３１３ｍｇ／ｌの範囲（２－ブチン
－１，４－ジオールとして計算した）である請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記第一のすすぎ組成物、前記第二のすすぎ組成物及び／又は前記第三のすすぎ組成物
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が、少なくとも１種の式Ｉの化合物を含む請求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記少なくとも１種の式Ｉの化合物の濃度が、１～１００ｍｇ／ｌの範囲（２－ブチン
－１，４－ジオールとして計算した）である請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記少なくとも１種の式Ｉの化合物の濃度が、６～６０ｍｇ／ｌの範囲（２－ブチン－
１，４－ジオールとして計算した）である請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記洗浄剤組成物ｉ）が、アルカリ性である請求項１～７のいずれか１項に記載の方法
。
【請求項９】
　前記洗浄剤組成物ｉ）が、９．５以上のｐＨを有する請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第一のすすぎ組成物が、６～９の範囲のｐＨを有し、前記第二のすすぎ組成物が、
７～９の範囲のｐＨを有し、前記第三のすすぎ組成物が、４～９の範囲のｐＨを有する請
求項１～９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記転化組成物が、チタン、ジルコニウム及び／又はハフニウム化合物を含む不動態化
組成物である請求項１～１０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記不動態化組成物が、マンガンを含まないか、又は１０ｍｇ／ｌ未満のマンガンを含
む請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記不動態化組成物が、銅イオン及び／又は銅イオンを遊離する化合物を含み、且つ／
又は亜鉛イオン及び／又は亜鉛イオンを遊離する化合物を含む請求項１１又は１２に記載
の方法。
【請求項１４】
　前記不動態化組成物が、オルガノアルコキシシラン、並びに／又はその加水分解生成物
及び／若しくは縮合生成物を含む請求項１１～１３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記少なくとも１種の式Ｉの化合物が、Ｒ１及びＲ２が、両方ともＨである式Ｉの化合
物と、Ｒ１及びＲ２が、それぞれ互いに独立してＨＯ－（ＣＨ２）ｗ－基（ｗ≧２である
）である式Ｉの化合物との混合物である請求項１～１４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１６】
　前記Ｒ１及びＲ２が、両方ともＨである式Ｉの化合物と、前記Ｒ１及びＲ２が、それぞ
れ互いに独立して、ＨＯ－（ＣＨ２）ｗ－基（ｗ≧２である）である式Ｉの化合物との質
量％における混合比が、０．５：１～２：１の範囲（２－ブチン－１，４－ジオール及び
２－ブチン－１，４－ジオールビス（２－ヒドロキシエチル）エーテルとして計算した）
である請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記Ｒ１及びＲ２が、両方ともＨである式Ｉの化合物と、前記Ｒ１及びＲ２が、それぞ
れ互いに独立して、ＨＯ－（ＣＨ２）ｗ－基（ｗ≧２である）である式Ｉの化合物との質
量％における混合比が、０．７５：１～１．７５：１の範囲（２－ブチン－１，４－ジオ
ール及び２－ブチン－１，４－ジオールビス（２－ヒドロキシエチル）エーテルとして計
算した）である請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記Ｒ１及びＲ２が、両方ともＨである式Ｉの化合物と、前記Ｒ１及びＲ２が、それぞ
れ互いに独立して、ＨＯ－（ＣＨ２）ｗ－基（ｗ≧２である）である式Ｉの化合物との質
量％における混合比が、１：１～１．５：１の範囲（２－ブチン－１，４－ジオール及び
２－ブチン－１，４－ジオールビス（２－ヒドロキシエチル）エーテルとして計算した）
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である請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記少なくとも１種の式Ｉの化合物において、Ｒ１及びＲ２が、両方ともＨ又はＨＯ－
（ＣＨ２）２－基であり、前記ｘ及びｙの合計が、２～５であり、Ｚが、Ｃ－Ｃ三重結合
である請求項１～１８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２０】
　前記少なくとも１種の式Ｉの化合物が、２－ブチン－１，４－ジオール及び／又は２－
ブチン－１，４－ジオールビス（２－ヒドロキシエチル）エーテルである請求項１９に記
載の方法。
【請求項２１】
　前記少なくとも１種の式Ｉの化合物が、２－ブチン－１，４－ジオールと、２－ブチン
－１，４－ジオールビス（２－ヒドロキシエチル）エーテルとの混合物である請求項２０
に記載の方法。
【請求項２２】
　前記金属表面が、裸鋼及び／又は亜鉛めっき鋼に加えて、アルミニウム又はアルミニウ
ム合金をさらに含む請求項１～２１のいずれか１項に記載の方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３８】
　ここで、前記Ｒ１及びＲ２が、両方ともＨである式Ｉの化合物と、前記Ｒ１及びＲ２が
、それぞれ互いに独立して、ＨＯ－（ＣＨ２）ｗ－基（ｗ≧２である）である式Ｉの化合
物との質量％における混合比は、０．５：１～２：１の範囲、好ましくは０．７５：１～
１．７５：１の範囲、特に好ましくは１：１～１．５：１の範囲（２－ブチン－１，４－
ジオール及び２－ブチン－１，４－ジオールビス（２－ヒドロキシエチル）エーテルとし
て計算した）である。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４１】
　前記少なくとも１種の式Ｉの化合物は、特に好ましくは２－ブチン－１，４－ジオール
及び２－ブチン－１，４－ジオールビス（２－ヒドロキシエチル）エーテルの混合物であ
り、前記質量％における混合比は、０．５：１～２：１の範囲、好ましくは０．７５：１
～１．７５：１の範囲、特に好ましくは１：１～１．５：１の範囲である。
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